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ガラ、巨礫等を混入する砂質土。

深度1.20～2.00mは中～粗砂が主体。深
度2.00～4.10mは細砂が分布する。4.10
～4.45mは中～粗砂が主体で粗砂が優勢
である。

径2～20mmの礫が多く、径40mm程度の礫
が点在する。

細砂の薄層を挟在する。

細砂とシルトの互層。

深度12.30～14.00mは概ね均質な細砂。
深度14.00～15.10mは細～中砂が主体で
中砂が優勢である。深度15.10～16.10m
は細砂。

未分解の葉等を混入する。

暗灰色のシルト。深度17.00m以深細砂
分が混入する。

葉等の有機物が混入する。

粗砂が主体の砂。深度19.10～19.40mに
最大径30mmの礫を混入する砂礫を挟在
する。砂礫には粘土を伴う。

礫は径2～10mm前後が多く、最大で径
30mm。

中～粗砂を主体とし粗砂が優勢である
砂。径2～10 程度の礫が混入する。
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中～粗砂を主体とし粗砂が優勢である
砂。径2～10mm程度の礫が混入する。

含水低位で締まった粘土。

細砂を主体とする砂。

深度29.25mまでシルト及び砂を少量混
入する。未分解の有機物が点在する。

径10mm未満の亜角礫を主体とする砂
礫。間隙は細～粗砂の粒径幅の広い砂
が充填する。
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